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(57)【要約】
本発明は一つ以上の事象の遠くでの創造と実行が個別の
貢献とこれら事象の民主的、自動的且つ動的選挙により
これら事象獲得に興味を持つ無数の参加者が実行可能に
なる電子システムで特徴付けられる革新的プロセスに関
する。情報技術と遠隔通信技術の解決により具体化され
た電子システムの技術的プロセスにより、ＰＴＥＣは個
人が所定事象創造と実施に参加できるように組織化した
遠隔提供データを受信する情報と手段を提供する。ＰＴ
ＥＣは根本的に個人が決定済みか又は未決定の将来の興
味事象発生に遠くでも貢献し投票できる可能性に適合す
る。従って各事象は事象が如何に、いつ、何処で起こる
かについて自分の意見を寄与できるだけでなく、事象の
経済的な実現の可能性のための資金収集も行う興味をも
つグループに基づいて設置する。それ故暗示の技術的リ
ソースを用いる結果、全プロセスは収束した興味をもつ
数人の貢献により遠くでの事象創造と実行が可能になる
同一目標を目的とする少なくとも４つの異なるスロープ
で実行できる。４つの言及プロセスは（i）遠隔通信リ
ソース（固定電話機又は携帯電話機）使用に基づくＰＴ
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
“事象創造と実現のための連携した技術的プロセスであるＰＴＥＣ”で、個人の貢献とこ
れら事象の民主的、自動的、動的選挙により少なくとも一つの事象を遠くで創造し実行可
能で、その獲得に興味を持つ無数の参加者により実施される電子システムで特徴付けられ
るＰＴＥＣ。
【請求項２】
固定電話又は携帯電話により個人の事象参加が可能になる電子システムで特徴付けられる
“ＰＴＥＣ電話”。
【請求項３】
電子メッセージを送信可能な装置によりユーザーの事象参加が可能になる電子システムで
特徴付けられる“ＰＴＥＣ　ＩＭ”。
【請求項４】
携帯インターネット装置によりユーザーの事象参加が可能になる電子システムで特徴付け
られる“ＰＴＥＣモバイル”。
【請求項５】
インターネットへのアクセスによりユーザーの事象参加が可能になる電子システムで特徴
付けられる“ＰＴＥＣウエブ”。
【請求項６】
計画の情報、規則及び特性の全てがシステム管理者により規定され書き込まれる電子シス
テムで特徴付けられる“計画モジュール”。
【請求項７】
事象が投票と実行を書き込む電子システムで特徴付けられる“事象モジュールの登録”。
【請求項８】
参加者が他情報の中でどの提案が新しいか、その提案の内いずれが認証されたか、いくつ
の事象が利用できるかを追随する電子システムで特徴付けられる“事象モジュール登録の
照合”。
【請求項９】
選択に影響する幾つかの事象を持つ各形式の事象リストが利用できる電子システムで特徴
付けられる“事象モジュールの選択”。これによりユーザーは事象の中でいずれの決定形
式事象に参加しようとするかが選択できる。又これによりユーザーはアクセス媒体（ＰＴ
ＥＣ電話、ＰＴＥＣインスタントメッセージ、ＰＴＥＣモバイル、ＰＴＥＣウエブ）の一
つを通して事象に投票できる。
【請求項１０】
参加者がシステムでの投票の進行を追随できる電子システムで特徴付けられる“事象モジ
ュール登選択の照合”
【請求項１１】
計画規定に明記された規則に従い事象選択モジュールで選択した事象を実行可能にする電
子システムで特徴付けられる“実行モジュール”。
【請求項１２】
現在起こっている事象の実行を追随可能にする電子システムで特徴付けられる“実行モジ
ュールの照合”。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
本発明は一つ以上の事象の遠くでの創造と実行を、個別の貢献とこれら事象の民主的、自
動的且つ動的選挙によりこれら事象獲得に興味を持つ無数の参加者が実行可能になる電子
システムで特徴付けられる革新的プロセスに関する。情報技術と遠隔通信技術の解決によ
り具体化された電子システムの技術的プロセスを通して、ＰＴＥＣは個人が所定事象の創
造と実行に参加可能なように組織化した遠隔提供データを受信する情報と手段を提供する
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。ＰＴＥＣは根本的に個人が決定済みか又は未決定の将来の興味事象発生に、遠くでも貢
献し投票できる可能性に適合する。
【背景技術】
【０００２】
現在公開されている方法で事象の創造と実行を可能にするプロセス又は適切な電子システ
ム或いは類似システムは知らない。参加者が提案命題の定義で単なる意見提供者の役目を
勤めるに過ぎない所定事象の規定に個人参加する目的の電子投票システムは存在する。そ
れ故事象での一貫性又は事象が如何に起こるかについては個人の参加は全くない。即ち事
象の一貫性に関する決定力は、その出来事に貢献又は投票した個人の干渉なしにその制作
者に手にある。既存技法の例として以下のような投票での質問を挙げることができる。こ
の試合の最優秀選手は誰ですか？どの参加者を除きたいですか？次回どちらのショーを見
たいですか？どちらの演奏会をブラジルで見たいですか？従って事象は既に計画され保証
され、個人は与えられた選択肢から一つを選ぶに過ぎないことが明らかである。出来事や
事象に貢献するか又は直接影響する個人的意見は全くない。
（発明の開示）
【０００３】
この問題の革新的解決法として、個人が自動プロセス投票で選んだ将来事象の創造と実行
に取り組め、その出来事に直接貢献し且つその参加に対し個人的に報いられる可能性を持
つ、完全に動的且つ自動的システムであるＰＴＥＣを提供する。従って各事象は興味を持
つ形成グループが、その事象が如何に設定されるかに関する意見に貢献するだけでなく、
事象の資金調達と財政的に実行の可能性についても貢献できるグループを基に準備される
。その結果参加者一人一人に個人的興味が生ずる。各グループの興味ある情報へ自由に接
近でき、貢献の展開とその時までの事象設定方法で何が一番人気があるかを調べることが
可能である。貢献への限界が事象設定に達するや否や、貢献参加者はいずれが勝利の選択
肢であり、何が将来実行されるかを示す通知を受ける。更に事象発生に貢献した各人は、
事象に出席するだけか又はその貢献の強さで得られる特定の個人的利益を取得し、発生事
象に参加する権利が許される。
ＰＴＥＣと既存システム間の主な違いは、前者では貢献者が事象の共同制作者であり単な
る協力者では無いという事実による。
ここで必要な特許の古典的応用例は、一チームの有名サッカー選手雇用に興味を持つ一群
の個人の組織に見ることができる。従って各参加者に可能性のリストを与えられ、投票時
に運動選手の権利獲得資金を寄付することで貢献し好みの選手に投票する。貢献者達が作
った資金がこの運動選手雇用に必要な額に達すると、システムは最もほしいプロ選手は誰
であるかを調べ、貢献の可能性を閉じ、参加者各人にその運動選手雇用実現の事象実行を
示す通知を出す。全プロセスが送受信データが情報収集目的を持つ中央システムに加わり
、自動的ルーチンの提案事象実行に利用できる情報技術と遠隔通信（Ｅ－メール、インタ
ーネット、電話、インスタントメッセージなど）システムにより遠くで実行される。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００４】
このプロセスの技術的な疑問を検討する前に、ここに記載し且つＰＴＥＣを一緒に構成す
る全プロセス、システム、方法、プログラム及び他の資源が、特に計算プロセス、装置、
プログラム言語、プロトコルなどのようないかなる技術でもなく、それにより制限もされ
ないことを強調することは重要である。又インターネットなどや遠隔通信技術はここでＰ
ＴＥＣのデータ情報取引に使う選択技術であるが、新技術の進歩普及による他技術プロセ
スを移植できることは明白に違いない。それにもかかわらず応用技術に関係なく、ＰＴＥ
Ｃ背後にある革新的アイデアを保つ必要がある。
専門性に関してはＰＴＥＣは、特にインターネットに関連するテレマティックスのリソー
ス配分と、特にボイスプロトコルに関連する遠隔通信により実行する。
暗示の技術的リソースを用いる結果、全プロセスは収束した興味をもつ数人の貢献により
遠くでの事象創造と実行が可能になる同一目標を目的とする少なくとも４つの異なるスロ
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ープで実行できる。４つの言及プロセスは（i）遠隔通信リソース（固定電話機又は携帯
電話機）使用に基づくＰＴＥＣ電話、（ii）インスタントメッセージ使用によるＰＴＥＣ
インスタントメッセージ、（iii）ＰＴＥＣムーバブル（携帯インターネット、携帯電話
、及び他技術によりアクセス）及び（iv）インターネット（電子商取引システムを通した
ユーザーの直接アクセスか又は認定販売人のアクセス）リソース使用によるＰＴＥＣウエ
ブからなる。
図面１（１Ａと１Ｂ）は４つの最初に予測したプロセス実行でシステムが如何に働くかを
示すＰＴＥＣのマクロ図面を表す。矢印はデータの流れと情報のトラフィックを示す。こ
の図面を詳述すると各段階が番号とその各記述により表される。どれどれ。ＰＴＥＣテレ
フォン（i）：（１）ユーザー／貢献者は固定電話か携帯電話でシステムにアクセスする
。（２）このモードではアクセス手段は電話であり、ＰＴＥＣへの参加命令はＵＲＡ、可
聴応答の一致（Unity of Audible Answer）と呼ばれる技術を用いてボイスプロトコルに
より与えられ、ユーザーはＰＴＥＣに参加するために番号を押す。（６）従ってユーザー
は先ず参加を希望する事象番号を選択する（例えば２２―チームＸによるサッカー選手雇
用）。次いで投票しようとする選手番号（例えば、０９―ジョンドー(John Dough)を押す
。次いで自分の興味に従い投票する（例えば、運動選手を雇用する）。確認メッセージを
受信する。（例えば、電話有り難う。この電話代はＸＸ、ＸＸ＋税金ドルです。あなたは
チームＸによるジョンドー(John Dough)雇用への貢献を選択されました。私どものウエブ
サイトでこの事象の進展をチェックしてください。）。この時点でＵＲＡシステムは貢献
者に請求書として送られる贈与価値相当の借り支出を報告し、全操作は請求書で又使用で
きる識別番号を発生し登録する。（１０）操作終了時にＵＲＡシステムは貢献者に通知（
例えば“あなたの贈与はうまく行きました。あなたの識別番号はＸＸＸＸＸ”です）を送
信する。（１４）システムは操作データをメインサーバーに送る。（ii）ＰＴＥＣ　ＳＭ
Ｓ：（３）この選択肢はインスタントメッセージの送受信技術でコンパイルする携帯テレ
フォニを使用する（携帯電話、パーム）。ＰＴＥＣで扱う命令はインスタントテキストシ
ョートメッセージシステム（ＳＭＳ）送信を通して与える必要がある。（７）従ってユー
ザーは自分が参加使用とする事象番号認識と一致するテキストをタイプする（例えば２２
―チームＸによるサッカー選手雇用）。次いで自分の好みの選手に相当する番号に投票し
（例えば０９―ジョンドー(John Dough)）、それ故ＳＭＳを通して投票する（例えばチー
ムＸ、ジョンドー、雇用）。次いでシステムからの通知を受信する（例えば“メッセージ
はうまく送られました”）。この時点で手動入力（ＭＩ）システムは貢献者に請求書とし
て送られる贈与価値相当の借り支出を報告する。全操作は識別番号を発生し登録する。（
１１）操作終了時にシステムは確認メッセージを送信する（例えば“あなたの参加はうま
く行きました。あなたの識別番号はＸＸＸＸＸです“）。（１４）システムは操作データ
をメインサーバーに送る。（iii）ＰＴＥＣモバイル：（４）このアクセスでの選択肢は
インターネット又は遠隔通信によるアクセスと一体化した携帯テレフォニ技術を用いる。
ＰＴＥＣで扱う命令は暗示技術を通してサーフィンすることで与えられる。（８）従って
ユーザーはサーフィンポータルにアクセスし、自分が参加したい事象を選択する（例えば
２２―チームＸによるサッカー選手雇用）。次いで自分が選んだ選手に相当する番号に投
票する（例えば０９―ジョンドー(John Dough)）。選択肢にアクセスして投票する（例え
ば雇用）。次いでシステムの通知を受信する（例えば“操作成功”）。次いで貢献者は即
時払いのために自分のクレジットカードの請求書情報を書き入れる。システムは相応の贈
与価値の支出を報告する。支払いを登録し識別番号を与える。（１２）操作終了時にシス
テムは貢献者に確認メッセージを送信する（例えば“あなたの参加はうまく行きました。
あなたの識別番号はＸＸＸＸＸです“）。（１５）システムは操作データをメインサーバ
ーに送る。（iv）ＰＴＥＣウエブ：（５）このモードでは参加者はウエブサーフィンによ
りＰＴＥＣに参加するため直接アクセス（電子商取引システムを通して）するか、又は認
定販売人（例えばくじ引き基地、映画館など）による支払い法によりアクセス可能なイン
ターネットに接続したコンピューターを通して貢献できる。（９）従ってユーザーはイン
ターネットサイトにアクセスし、自分が参加したい事象を選択する（例えば２２―チーム
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Ｘによるサッカー選手雇用）。次いで自分の投票に相当する選手番号にアクセスする（例
えば０９―ジョンドー(John Dough)）。選択肢にアクセスして投票する（例えば雇用）。
システムの通知を受信する（例えば“操作成功”）。この時点でユーザーはクレジットカ
ード番号又は銀行口座番号データを書き入れ、支払い後システムは贈与資金に相当する貢
献の支出を報告する。支払いが確認されると、認識番号発生を操作し登録する。（１３）
操作終了時にウエブサイトで確認メッセージを送信する（例えば“あなたの参加はうまく
行きました。あなたの識別番号はＸＸＸＸＸです“）。（１７）システムは操作データを
メインサーバーに送る。（１８）ウェブサーバは全部の方法で送信された情報を収集し、
各事象に従い割り当てる。（１９）事象の投票に関するデータ（投票選択肢／収納金額）
は常時説明され、且つ（２０）事象発生で確立のパラメーターに関するデータと一緒に提
供される。（２１）これらのデータはＰＴＥＣのシステムマネージャーが書き入れる。（
２２）投票が事象発生の規定限界に達すると、システムは貢献／投票プロセスを閉じる。
（２３）次いで事象データは事象を選択パラメーターにより設定するために”事象進行中
“区分に移る。貢献者／ユーザーはこのデータをインターネットで利用できる。（２５）
その間システムは全参加者に事象が近く実行されることを公表し、出席者の選択肢や事象
に関して重要な他情報を通知するメッセージを送信する。（２４）事象が終わるや否や、
全プロセスと一般的データが”完結事象“区分で公に供する。
ＰＴＥＣアルゴリズムの説明：前述のようにＰＴＥＣは参加者が貢献する事象の創造と実
行プロセスからなる。ここでの事象は将来実行されねばならないいずれの事象、活動又は
計画を意味する。ＰＴＥＣでは参加者は可能な事象は何であるかを指摘し、それらの中か
らどれが起こるかを選択する。これ以外に参加者は事象実行に効果的に貢献する。ここで
システム機能性を説明し、その手段と働きのマクロ記述から始め、後にそれらの一つ一つ
を絞り込み、詳述する。ＰＴＥＣは７つの異なる基本的機能モジュールに分けられる。１
）計画の規定、２）事象登録、３）事象登録の照合、４）事象選択、５）事象選択の照合
、６）実行、７）実行の照合。手段と働きの記述とこれらモジュールの組織は図面２に描
かれている。次いでこれらモジュールの一つ一つを詳述する。
図面２：（１）計画の規定。このモジュールでは計画の情報、規則及び特性の全てがシス
テム管理者により規定される。これらの規定は後続モジュールの機能、参加者及び事象自
身に直ちに影響する。（２）事象登録。このモジュールでは投票と実行のための事象が加
わる。この登録は参加者の提案を取得し、それを認証し、最後に投票と後続で実行に供す
ることからなる。（３）事象登録の照合。事象登録中参加者はこのモジュールを通して、
どれが新しい提案であるか、どれが認証されたか、いくつの事象が利用できるかを照合す
る。これらの情報は前もって通知したインターフェースに従い利用できる。（４）事象選
択。事象登録後システムは各形式に幾つかの事象選択肢があるリストを公開する。参加者
は事象の内自分が実行されるのを見たい決定形の事象に投票する。投票は参加者が以前に
明記した計画規則に従う事象選択で規定した相互作用媒体の一つと相互作用して実行する
必要がある。（５）事象選択の照合。事象登録の照合のように参加者はシステムでの投票
の進行を追随できる。（６）実行。実行モジュールは計画の規定で明記した規則に従い選
択モジュールで選択した事象を実行するように設計する。実行は二つのサブモジュールに
分けられる。（７）実行の照合。実行照合モジュールは貢献者が実行中の事象を追随する
ように設計する。
システムの一般手段と働きを簡単に分析後、図面２ＢにＰＴＥＣの全体操作の流れを示す
。図面２Ｂで示す図面はシステム参加者数人との相互作用と同様に、以下のようなこれら
参加者へのシステムの返答を示す。（１）計画の規定。このモジュールは（１．１）事象
形式の規定、（１．２）計画規則の規定、（１．３）計画の一般特性、（１．４）貢献形
式の規定、（１．５）照合表示器の規定及び（１．６）相互作用媒体の規定に再分割され
る。事象形式の規定（１．１）は計画で選択される事象が如何にあるべきかを記述する。
即ち事象がＰＴＥＣで使用するのに熟慮する必要がある特性と規則を指定する。計画は一
つより多い事象を含むことができる。特性と規則を各事象形式に指定する必要がある。全
ての事象形式が実行に関係する。計画規則の規定（１．２）はシステムを支配する機能の
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基準である。これらは一つ以上のモジュールの事象形式に適用される。従ってこれらの規
定を用いて参加者が如何にシステムと相互作用するかを示し、且つ貢献者の参加を制限で
きる。これらの規定では又特定事象の実行が不可能で参加者の予期せぬ状況等であること
が判った場合に、何が起こるかを説明するのに重要である。計画の一般特性（１．３）は
名前、ロゴ、スローガンなどような計画を同定するに必要な情報からなる。これらの情報
はＰＴＥＣ使用ができる利用可能な媒体モジュールの全てで用いる必要がある。相互作用
媒体の規定（１．６）は参加者がシステムと相互作用できるインターフェースである。こ
れらは事象形式の規定を考慮したモジュールにより規定される必要がある。モジュールの
全てはすくなとも一つの相互作用メディアを持つ必要がある。貢献形式の規定（１．４）
はここに記載のリソースを収集する形式全てである。貢献形式は価値指標をもって各モジ
ュールに帰する必要がある。資金収集形式は又一つずつを遂行するコストも含めて記載す
る必要がある。照合表示器の規定（１．５）は各事象形式とアクセス関係も含む各モジュ
ールに対して規定されねばならない表示器である。照合の全てはこれら表示器に基づく。
各モジュールの照合はこれら表示器を通して生ずる。事象登録（２）に関しては、このモ
ジュールは三段階に再分割にされる。提案収集（２．１）では、参加者は事象形式の規定
を考慮して所定媒体を通してどの事象を実行する必要があるかを提案する。提案認証（２
．２）では、各提案は事象形式の規定と同様に計画規則に従い認証する必要がある。提案
が認証されると直ちに貢献が集められ、この提案が実行に影響できる事象となる。収集は
貢献形式の規定に組み入れる。従って有効事象入手の可能性（２．３）では、有効提案は
実行しても良い事象が招かれる。この時点で参加者は規定媒体を通して選択できる事象リ
ストが通知される。（３）事象登録の照合は二つのサブモジュールに再分割される。第一
はデータプロセシング（３．１）で、事象登録で得たデータが照合表示器の規定のサブモ
ジュールに記載した表示器に従い整理する作業プロセスからなる。このプロセシングは計
画規則を考慮に入れる必要がある。利用可能段階（３．２）後に処理表示器の全ては、参
加者が選択に利用できる事象コストを伴う事象登録進展を追随できるように提供される。
（４）事象選択のプロセスは二段階に分割される。選択指標（４．１）では、参加者は事
象の内をどの決定形式の事象に自身が貢献したいかを正確且つ簡潔に示す必要があり、確
認（４．２）では自身の選択した事象選択後システムがその選択確認を問い、次いでその
貢献を計上する必要がある。一旦確認されると、システムは参加者に投票受領書を配り、
投票の有効性が計画規則に従い規定される。事象選択の照合（５）は又二つのサブモジュ
ールに再分割される。データプロセシング（５．１）は事象選択で得たデータを作業する
ことからなり、出席者指示器の規定サブモジュールに記載した表示器に従い整理する。そ
の上このプロセシングは計画規則を考慮に入れる必要がある。利用の可能性（５．２）で
は処理データの全ては参加者が以前に規定した媒体を通して投票の進展を追随できるよう
に公表される。同様に実行（６）は二段階が関与する。それらはＰＴＥＣ参加者全てに相
互作用の規定媒体を通して事象実行が通知されねばならない通知（６．１）と一つ又は複
数の事象を実際に実行することからなる実行（６．２）である。最後に実行の照合（７）
では一定媒体を通して段階的に選択事象実行が示される。
【図面の簡単な説明】
【０００５】
【図１Ａ】最初に予測したプロセス実行でシステムが如何に働くかを示すＰＴＥＣのマク
ロ図面。
【図１Ｂ】最初に予測したプロセス実行でシステムが如何に働くかを示すＰＴＥＣのマク
ロ図面。
【図２Ａ】システムの手段と働きについて述べた図面。
【図２Ｂ】システム参加者数人との相互作用とともに参加者へのシステムの返答を示す図
面。
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【国際調査報告】
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【要約の続き】
ＥＣ電話、（ii）インスタントメッセージ使用によるＰＴＥＣインスタントメッセージ、（iii）ＰＴＥＣムーバブ
ル（携帯インターネット、携帯電話、及び他技術によりアクセスする）及び（iv）インターネットリソース（電子商
取引システムを通したユーザーの直接アクセスか又は認定販売人のアクセス）使用のＰＴＥＣウエブからなる。ＰＴ
ＥＣシステムは７つの異なる基本的機能性モジュールに分けられる。１）計画の規定、２）事象登録、３）事象登録
の照合、４）事象選択、５）事象選択の照合、６）実行、７）実行の照合
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